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ポスタータイトル：三次元膵がんモデルによる低酸素マーカーの発現量の解析 
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膵管腺癌（PDAC, Pancreatic Ductal Adenocarcinoma）は、その転移と再発の高リスクから

侵攻性の腫瘍としてよく知られています。膵がんは血管系を欠いており、低酸素状態です。

低酸素は HIF-1 発現量を高め、HIF-1 は GLUT-1 および CA-IX などの腫瘍の成長、浸潤、お

よび転移を促進する遺伝子を上昇させます。3次元培養 PDACモデルは、200μmを超える直

径で酸素とグルコースの拡散勾配を発達させ、低酸素コアを形成することが示されていま

す。今回の研究では、超低接着表面の Corning® スフェロイドマイクロプレートで PDAC細

胞株 PANC-1 を培養して直径が 430~850μm のスフェロイドを形成し、各サイズの Spheroid

と低酸素マーカーの発現量との相関を解析した結果をご報告します。 
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